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第一章　 序 論

曩に私は第一編に於て家 兎大腿骨に分布す

る栄養血管の走行及び骨髄進入様式,並 びに

主要栄養動脈を結紮 した時の血行の時間的恢

復状態を色素注入法に より明 らかに し,続 い

て第二編では3栄 養血管系の骨髄血行支配状

態を数字的に表わ した.本 編では更に主要栄

養血管結紫後の骨髄血行の時間的恢復状態を,

第二編 と同 じく放射性同位元素P32を 用いて

数字的に解明せん と企てた.

主要栄養動脈結紮実験の歴史は極めて古 く,

 1855年Hartmann50)が 既 に之を行つてい るに

もか ゝわ らず現在迄に この方面の先人の業績

は極めて少な く僅 に数例を 数 え る に 過 ぎ な

い.而 もこれ等先人の実験の主 目的は,主 要

栄養動脈の結紮によ り生じた組織壊死の恢復

状態の観察,発 育障害 の観察,及 び骨折治癒

遅延の観察等に向け られている.即 ちHart

mann50), Winkelbauer67)は この 動脈の 閉塞

により骨髄壊死の起解 る事 を指摘 し,橋 本19),

堀内24),三 室29)は共に この 壊 死 の 恢 復 す る

経過を詳細 に追求 してい る.又Euler48),橋

本18)は この動脈 の 閉塞 と発育 との関係 を,

 Dax41)は 骨折治癒に及ぼす影響を検べている.

 Nu_??_baum60)は この動脈の遮断に より他 の動

脈系が骨髄 中に進入す る事を証明 している.

一 方実際問題 として臨牀的に骨折の場合は

勿論であるが, Lexer56)は この動脈に大きな

血栓が固着 して血行が遮断 され る事があ り得

ると述べ てい る.そ こで この動脈の結紮後 の

恢復状態 の観察は臨牀的に も極 めて興味あ る

問題であ る.然 るに過去の業績は前述 の如 く

壊死組織の恢復,発 育へ の影響,及 び骨折治

癒 に 及ぼす影響等 に関 してはかな り詳細な る

記 載があ るが,そ れ らの直接原 因た る骨髄 血

行状態の恢復に触れた文献は私の寡聞の為か

殆んど見出 し得ない.

私は第二編 に於ては主要栄養血管 を遮断 し

た場合 に血液 が如何なる経路を経て骨髄に達

す るかを解 明 したので,続 いて本編では其 の

後の側枝血行 に よる血行の恢復状態 を 日を追

つて観察 し,聊 か新知 見を得たので以下成熟
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家 兎,幼 若家兎及び動脈系,静 脈系に分類 し

て報告す る事 にす る.

第二章　研究材料及び研究方法

研究材料

放射性同位元素P32は 第二編第1表 に示し

た ものを使用 した.

実験動物は体重2kg前 後 の健康成熟家兎26

匹,体 重1kg前 後 の健康幼若家兎4匹,体 重

500g前 後の健康幼若家兎4匹 を用いた.

第1表　 成 熟 家 兎 主要 栄 養動 脈 結紮(Ⅰ) counts/min./g.

研究方法

1)　 結紮方法

第一編第二章に於て詳述 したので茲 では省

略す る.

2)　 材料採取

3)　 灰化 よ り測定

4)　 結紮側 と対照側 との比率

以上何れ も第二編第 二章 と全 く同様である

故,重 複を さけ る為全部省略す る.但 し第 二

編 では結紮直後にP32を 投与 したが,本 編 で

は結紮後一定時 日の後にP32を 投与す る点の

み異る.

第三章　自 家 所 見

予備実験は第二編に於けると同様でよいの

で之も省略する.

第1項　 成熟家兎の大腿骨主要栄養動脈

結紮後の骨髄血行の恢復状態

第2表　 成熟家兎主要栄養動脈結紮(Ⅱ)

右側を対照とした比率

体 重2kg前 後 の健 康 成熟 家 兎 の左 側 主 要栄

養動 脈 を 結紮 し,直 後, 12時 間, 1日, 2日,

 3日, 10日,及 び30日 を経 た家 兎各2匹 宛 に

P32を 投与 し,左 右 の大腿骨々髄の放射能を

測定す ると第1表 に示す如 くなる.之 を右側

を対照 とした比率で表わす と,左 側血行は右

側に対 し第2表 に示す如 くな り,更 に之を図

示す ると第1図 の如 くな る.即 ち主要栄養動脈

を結紮す ると第二編で証明 した如 く,「メタ」,

「エ ピ」動脈系及び骨膜動脈系を通 じて20%

強の血液が供給 される.結 紮後1日 迄は血行

の恢復は殆 んどないが, 2日 より側枝血行に

よる恢復が顕著 とな り, 3日 で既に結紮前の

血液量の2/3が 供給 され る.更 に10日 で4/5以
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上 とな り, 1月 で左右 の血行に殆んど差異 を

認 めな くな る.即 ち1月 で血液供給上は主要

栄養動脈を結紮 した影響は完全に消失す る.

尚骨髄 の上,中,下 の3部 では恢復状態に殆

んど認むべ き差異はない.

第1図 成熟家兎大腿骨主要栄養動脈

結紮後の血行の恢復曲線

以上は最 も普通 の経過をた どつた場合であ

るが勿論動物 に よりかな り個 体差があ る.今

か ゝる実例を上げ ると,第3表 に示す如 く促

進例 としては2日 で血液供給が2/3迄 恢復 し,

 10日 で既 に結紮前 と殆んど等 し くなつてい る

ものがあ り,逆 に遅延例 としては10日 で3/5,

 1月 で4/5程度 しか恢復 しない ものや,甚 だ し

きに至つては3月 で2/3しか恢復 しなかつた も

の もあ る.か くの如 く血行 の恢復状態にかな

り顕著な個体差 を示すのは,主 要栄養動脈結

紮後の側枝血行 の形成が一様 でない事を物語

り,従 つて結紮後 高度の組織壊死を生ず る例

(橋本19),堀 内24),三 室29))は か ゝる側枝血

行に よる恢復 の遅延 した場合であ ると思 う.

第3表　 成 熟家 兎 主要 栄養 動 脈 結紮(Ⅲ) counts/min./g.及 び左右 血行 の比 率

第2項　 幼若家兎の大腿骨主要栄養血管

結紮後 の骨髄血行 の恢復状態

Ⅰ　体重1kg前 後の幼 若家兎の大腿骨主要栄

養動脈結紮

生後60日 の同一腹の幼若家兎を用い成熟家

兎の場合 と同様 に主要栄養動脈を結紮 し,直

後及び3日, 10日, 15日 を経 た家兎に夫々P32

を投与 して,左 右骨髄 中に存在す る放射能,

及び右骨髄を対照 とした左骨髄放射能 の百分

率を とると第4表 に示す如 くなる.又 之を成

熟家兎の恢復曲線 と比較 して図示す ると第2

図の如 くな る.

即 ち幼若家兎の主 要栄養動脈 を結紮す ると,

直後は16.4%し か血液 の供 給な く成熟家兎 の
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21.6%に 比 しかな りの低値 を示 し,其 の後 の

恢復状態 も図の如 く成熟家兎に比 し遅延 して

い る.従 つて幼 若家 兎は成熟家兎に比 し主要

栄養動脈 と,骨 膜動脈 及び 「メタ」,「エ ピ」

動脈 との連絡状態 が機能的に不十分であ ると

考 えられ る.

第4表　 体 重1kg前 後 幼若 家 兎主 要栄 養 動 脈結 紮counts/min./g.及 び 左右 の血 行の比率

第2図　 体重1kg前 後幼若家兎大腿骨主要

栄養動脈結紮後の血行の恢復曲線

Ⅱ　体重500g前 後の幼若家兎の大腿骨主要

栄養動脈結紮

第5表　 体 重0.5kg前 後幼 若家 兎主要

栄 養 動,静 脈 結 紮counts/min./g.

及 び 左右 の血 行 の比率.

生後40日 の同一腹の幼若家兎を用いた.本

例 では血管 が余 り細少で動静脈分離不可能な

為動,静 脈結紮 とした.前 述 Ⅰと同様にして,

結 紮直後及び1日, 3日, 10日 を経た家兎に

夫 々P32を 投与 して左右骨髄中の放射能,及

び右骨髄 を対照 とした左骨髄中の放射能の百

分 率を とると第5表 に示す如 くな る.之 を成

熟家兎の場合 と比較 して図示すると第3図 の

如 くな る.

動脈結紮に静脈結紮を加 えた本例の如き場

合は次項に述べ る如 く骨髄鬱血を来す為動脈

結紮 のみの時 よ り高い値を示すが,そ れでも
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成熟家兎の場合迄は達 しなかつた.

第3図　 体重0.5kg前 後幼若家兎大腿骨主要

栄養動,静 脈結紮後の血行の恢復 曲線

即 ちこゝで も前述 Ⅰの結果が裏付け られて

い る.

第3項　 成熟家兎の大腿骨主要栄養静脈

結紮後の骨髄血行 の時間的変化

体重2kg前 後の健康成 熟家 兎を用い,其 の

主要栄養静脈結紮後の骨髄血行 の時間的変化

を観察 した.結 紮直後,及 び2時 間, 1日,

 3日, 7日 を経た家兎に夫 々P32を 投与 して

左右骨髄 中の放射能,及 び右骨髄を対照 とし

た左骨髄 中の放射能の百分率を とると第6表

に示す如 くな り,之 を図示す ると第4図 の如

くなる.

第4図　 成熟家兎大腿骨主要栄養静脈

結紮後の血行の時間的変化

第6表　 成熟 家 兎 主要 栄養 静 脈 結紮counts/min./g.及 び 左右 の 血行 の比
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即 ち主要栄養静脈結紮直後は106.8%で 骨

髄鬱血は比較的軽 く,結 紮後2時 間で15%弱

の鬱血を生ず るが,既 に1日 後には鬱血は完

全に消失 し以後7日 に至 るも何等変化を認め

ない.尚 上,中,下 の3部 では各時 期共 中部

の鬱血が著明であ る.

私は曩に第2編 に於て主要栄養静脈を結紮

した時 の骨髄鬱血が軽度な理由 として,骨 髄

が骨質に包 まれ其 の容積の増大を来 し難い点

もあ るが,そ れ よ りむ しろ主要栄養静脈以外

の栄養静脈 系が極めて よ く発達 してい る為で

あると結論 した.こ の結論は上記の如 く,主

要栄養静脈結紮後 の骨髄鬱血が早期に恢復す

る事に よつて も裏付け る事が出来た.

第四章　 総括並びに考按

以上 の実験成績を総括す ると

1)　 成熟家兎の大腿骨主要栄養 動脈を結紮

し, P32を 追跡子 として血行の 恢復状態を時

間的に観察す ると,結 紫直後 より1日 迄は対

照 の1/5程度 の血液供 給であ り,. 2日 よ り急速

に側枝血行に よる恢復 を見, 1月 で完全に結

紮 の影響がな くな る.然 し個体差はかな り甚

だ しく,恢 復が軽度に促進す る もの と著 しく

遅延す るもの とがある.尚 骨髄の部位に よつ

ては恢復状態に差異は認 められない.

2)　 幼若家 兎の大腿骨に就いて同様 の実験

を行 うと,幼 若家兎では成熟家 兎に比 し骨膜

及び 「メタ」,「エ ピ」動脈に よる血液の供給

が悪 く,為 に時間的恢復状態が著 しく遅延す

る.

3)　 成熟家 兎の大腿骨主 要栄養静脈を結紮

して同様 の実験 を行 うと,骨 髄鬱血は比較的

軽度で且早期に恢復す る.

4)　 主要栄養動脈結紮後 の骨髄 血液供給は

第一編及び第二編に於て立証 した如 く,骨 膜

動脈及び 「メタ」,「エ ピ」動脈に由来す るが,

其の後 の血行の恢復 もこれ等血管 の代償性 に

よるものであ る.

以上 の成績 と主要栄養血管結紮を行つた諸

家の組織学的,並 びに解剖学的所見 とを照合

して以下項を分つて検討を試み る.

Ⅰ　成熟家 兎の大腿骨主要栄養動脈結紮

この実験 の最初 の記載はHartmann50) (1855)

に始 まる.氏 は打撲,衝 撃等 の機械的力によ

り骨髄 壊死が起 る事を知 り,主 要栄養動脈を

結紮す る事に よ り実験的に壊死を生ぜ しめ,

以後 日を追つて其 の経過を観察 し2週 以上経

つて膿瘍を形成す る と云つてい る.

Koch53)は 上腸 間膜動脈の 結紮に際し,他

の経路 よ り色素が入 るに もか ゝわ らず短時間

内に腸管 の壊死を生ず るが,こ の原因は壊死

の成立が広範な血管の吻合 とは関係な く,む

しろ吻合部 の機能的能 力に関係す る為だ と述

べてい る.尚 同氏は頸骨髄 では主要栄養動脈

を結紮 して も壊死は生 じない と云い,こ の原

因に就いて次 の如 く述べている.動 物の主要

栄 養 動 脈 及 び 露 出 した骨膜面 より生理的血

圧以下で食塩水を注入す ると,遠 位関節端よ

り注入液が流出した.そ こで この場所に主要

栄養 動脈を遮断 した後,速 に血流を調整する

重要因子 が存在す ると考えられる.

Nu_??_baum60)は 主要栄養動脈の栓塞の経過

観察の為 この動脈を 結紮 したが, Koch53)と

同様 に骨髄 に何等変化を認めなかつた.こ の

原 因につき彼は骨皮質を通 じ無数の筋肉骨膜

動脈(Barkow33))及 び 「メタ」動脈が進入し

てい る為であ ると述べている.

Ollier61)は 骨髄 を ゾ ンデで破 壊 して も例外

的 に一 部 分 のみ に壊 死 が起 るに過 ぎない と述

べ,Bejardi34), Maas58)も 同 様 に して生 じた

骨髄 缺損 が 補わ れ るには 極 めて短時間 で十分

で,再 生 は 大部 分 骨髄 腔 に開 口 したハーヴェ

ルス 氏管 の血管 周 囲 よ り,一 部は 骨端 よ り起

る と してい る.

Euler48)は 犬猫の下歯槽動脈を結紮 しても

支配域た る下顎骨,歯 等に何等発育障碍は生

じない と云 い,之 は外上顎動脈,舌 動脈より

多数 の副行 路が出来,既 に3日 後には十分血

液供給を受 けてい る為であ ると唱えた.

然 しWinkelbauer67)は 主要栄養動脈の栓

塞 に より骨髄壊死が起 る と述べ, Brodie37)は

大腿動脈結紮後に生 じた下腿骨々折は,然 ら

ざ る場合 に比 し,治 癒が1～2週 間遅延すると
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述べ, Dax41)も 結紮後の骨折に よる骨髄壊死

の治癒は延長す るが, 1月 後には対照 との差

は著し く短縮す ると述べ,こ れは副行路形成

により循環障碍が急速に償 われ る為であ ると

云つている.

又Berard37)は 血流が十分達 してい る骨は

早期化骨が起 るが,主 要栄養動脈 を切断す る

と化骨は全 く停止す るか又は遅延す ると述べ,

教室大枝 も之を認めてい る.

本邦に於けるこの方面の研究は橋本19),堀

内24),三 室29),中11)の4氏 の研究が上げ られ

る.

橋本19)は家 兎の主要栄養動,静 脈の結紮を

行い,直後 よ り105日 迄の骨髄組織の変化を詳

細に記載 してい る.之 に よると主要栄養血管

を切断 した骨髄は時 日の経過に従い鬱血,壊

死,修 復現象 と略々一定 の規則的変化をた ど

る.即 ち鬱血は1日 よ り3週 迄存在す るが2

～3日 が最 も著明であ り,壊死は3～7日 に約2/3

の例に認められ る.肉 芽組織による修復は2

週で終 り, 3週 以後は1～2の 些細 な点を除い

ては対照 と殆んど大差がな くな り, 4週 後に

は造血著明 とな り略々正常骨髄 の像を呈す る.

而 してこの組織修復 と血管 との関係に就いて

修復機転は骨髄血管 の分布状態 と密接 な関係

を有 し,先 づ主要栄養血管進入側 よ り行われ

反対側は缺如す る事す らあると述べてい る.

堀内,伊 藤24)は 橋本19)と 同 じく家 兎の主

要栄養動,静 脈結紮を行い,主 として組織再生

状態を術後2日 より50日 迄観察 し,骨 髄壊死

は1/2の例に生ず る事を指摘 してい る.又 氏等

は血管遮断に よる血行障碍の影響を,再 生 力

の最 も旺盛な骨折後に生 じた仮骨組織に就い

て検討 した.之 に よる と栄養動脈結紮に よる

鬱血は仮骨組織 の発育を促進す る.即 ち栄養

動脈結紮後の骨折に際 し,骨 髄組織の恢復に

要す る経過 日数は局所の貧血 の強弱に より一

様でない.而 して側枝血行に よる血行障碍の

恢復速度は,動 物に よ り又年令に よつて一様

でない.成 熟家 兎では血行遮断後に起 した骨

折の治癒機転は延長し,対 照 と大差 なきに至

るのは12日 以後であ ると述べてい る.

三室29)は 成 熟 家 兎 の総 腸 骨 動脈 を 結紮 すれ

ば7～10日 で 副行 路を形 成 す る もの と然 らざ

る ものが あ り,こ の有無 に応 じて 骨髄 の変化

に強弱 が あ る と云 つ てい る.

中11)は 複 雑 骨折 後 の 白血 球 の遊 走速 度,喰

菌 力は一 過 性昂 進 の 後低 下 し, 10日 目よ り正

常 値 に復 す る と述 べ てい る.

扨 以上 の文 献 を総 括 す る とHartmann50),

 Winkelbauer67),橋 本19),堀 内24)は 主 要栄養

動 脈 の結 紮 に よ り骨 髄 壊 死 を生ず る と述 べ,

 Koch53), Nu_??_baum60), Ollier61), Euler48)は

之 を否 定 してい る.次 に 結紮 後 の骨髄 組 織 の

修 復 に就 い て橋本 は2週 を 要 す る と云 い,

 Brodie37)は 同時 に 惹 起 せ しめた 骨 折 の 治癒

が1～2週 遅 延す る と述 べ, Dax41)は1月 で

対照 と殆 ん ど大差 が な くな る と云 い,堀 内24)

は大 差 が な くな るのは12日 以後 で あ る と云

い,中 は 白血球 機 能 の上 よ り正 常 とな るのに

10日 以上 を 要 す る と記 載 してい る.

私 も第 一編 で主 要栄 養 動脈 を 結紮 後透 明 標

本 を作 製 し,血 行 の恢 復 には10日 以 上 を要 す

る事 を認 め た.

扨,本 編 の自家所見に よると結紮直後 の血

液供 給は20%前 後で,以 後の恢復 にはかな り

個体差が強 く標準例は約1月 で完全に恢復す

るが,他 に促進例及び遅延例があ る事は既に

述べた.そ こで橋本19),堀 内24),三 室29)の云

う如 く骨髄 の変化が局所の血液供給に平行す

る もの とすれば,勿 論橋本,堀 内の実験に よ

る如 く骨髄 壊死を生ず る例 も,又 生 じない例

もあつてい ゝ筈であ る.

次に骨髄 組織の恢復 日数は上記諸家の成績

に よると2週 前後 となつてい る.私 の成績に

於て も結紮側血行は完全に恢復 す るには1月

を要す るが, 2週 前後では対照 と大差がない.

そ こで私はP32を 用いて先人の組織学的所見

を完全に血液供給機能の面 よ り裏付け ると共

に,私 自身の透明標本に よる所見を も裏付け

る事が出来た.

Ⅱ　幼若家 兎の大腿骨主要栄養血管結紮

「メタ」,「エ ピ」動脈 と主要栄養動脈 との

解剖学的連 絡に関す る諸家 の見解を挙げ ると,
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Anseroff32)は 人 の 長 管 骨 に 於 て 胎 児 よ り

成 人迄 の 「メタ」 動脈 の変遷 に 就 い て研 究 し

次 の如 く述 べ てい る.「 メタ」 動脈 は 新 生児

で は補 足 的 性格 を持 つ に 過 ぎな いが,既 に2

～4才 では 独立 的 に此 の部 の栄養 に本 質的 役

割 を演 じ,骨 体 部動 脈 の末梢 と吻合 して粗 大

な血 管網 を形 成 す るが,其 の 後発 育 の進 むに

従 い該 動 脈 は数 に於 て も亦 大 き さに 於 て も次

第 に 減少 す る.之 に対 し主 要 栄 養 動脈 は2才

以 後 は仮 令 絶対 的 大 き さは大 き くな ろ うと も,

骨 成 長 に対 す る比 較的 大 き さは 小 さ くな り数

も減 少 して栄 養 源 と して の意 義 は低 下 す る と

云 い,Lexer55), Eletto47), Sudakewitsch64も

この意 見 で あ る. Nu_??_baum60)も 亦 人 新 生 児

に於 て 「メタ」部 の大 部 分 を支 配 す るの は「メ

タ」 動脈 で あ る と述 べ てい る.

次 に 「エ ピ」 動脈 と骨体 部 動脈 との連 絡 に

就 い ては, Lexer56), Sudakewitsch64)は 人 新

生児 に於 て 「エ ピ」 動脈 は 骨 体 部 動 脈 と連

絡 し て い る と述 べ, Eletto47), Bertrand36),

 Harris49)は 新 生 児迄 は両 者間 に連 絡 な し と云

い, Testut65)は 成 人で は 両者 は 自由 に結 合せ

る も発育 期 迄 は隔 絶 され て い る と述 べ てい る.

又Drinker45)も 両 者 間 の 連 絡 は 幼 若動 物 で

は 少い か 或は 全 く無 く,成 熟 す れ ば 中間 軟骨

が吸 収 され て 種 々 の程 度 に連 絡 され る と述 べ

て い る.

私は幼若家兎の主要栄養動脈 を結紮 してこ

れ ら栄養動脈の関係 を機能的に検索 し,上 記

諸氏の 見 解 を補 正 す る事 が 出来 た,即 ち

Anseroff32), Lexer56)は 解剖学的には 「メタ」

動脈は4才 以後は成熟するに従い数 及び 大き

さを減少す ると述べてい るが,亦 一 方では主

要栄養動脈 も2才 以後は大 きさ及び数 を減少

し栄養源 としての意義が低下す ると云つてい

る.教 室大枝 も家兔 に於て生後4, 5日 以 後は

骨体部動脈末梢,「 メ タ」動脈共 次第 に 浅弱

とな り,且 分岐 の回数 も減少す ると述べてい

る.か くの如 く両 動脈共成熟につれて其 の数

及び大きさを減少す るので,幼 若家 兎の 「メ

タ」動脈の栄養源 としての意 義が成熟家 兎に

比 しどの程 度であ るか全 くわか らない.

私の実験成績に よる と「メタ」動脈の骨髄に

対す る役割は成熟家兎 よ りは幼若家兎の方が

かな り小 さ く,従 つて少 な くとも家兎に於て

はAnseroff32), Nu_??_baum60)の云 う如 く「メタ」

動脈が該部 の血液供給の主体 をなす とは考え

難 く,こ の点教室大枝5)の 所見に一致する.

私は亦第一編 に於て色素注入法により,幼

若家兎は主要栄養動脈 とその他の栄養動脈と

の連絡が成熟家兎に比 し不十分である事を述

べたが,こ の事実は本実験によつても完全に

裏付け られた.

次に 「エ ピ」動脈 と骨体部動脈 との関係で

あ るが,私 の実験によつて も成熟す る程主要

栄養動脈以外の栄養動脈に よる血液供給は増

加 し,こ れに よつて も 「エ ピ」動脈が骨髄血

行に参加す る事が間接的 に証明 される.

Ⅲ　 成熟家兎の大腿骨主要栄養静脈結紮

主要栄養静脈を結紮 して後 の骨髄血行の変化

を見た先人 の業績は極めて少ない.即 ちDum

reicher46, Bum38), Deutschlander43), Hilgen

reiner51)等 は人為的に惹起せしめた軽度の局

所鬱血は仮骨組織の増殖 を促進すると云い,

堀 内24)は主要栄養静脈結紮後3日 で起した骨

折では組織の鬱血は極 あて少な く,之 は直ち

に側枝血行が形成 され血行障碍が速かに除去

され るか らであ ると述べ, Collender39)も骨折

時 に起 る静脈血栓 よ り生 じた鬱血について同

様 の事を述べている.

扨私の実験例に於 ても主要栄養静脈遮断後

に生 じた血行障碍は,極 めて早期に恢復し既

に1日 で結紮前の状態 に帰着している.そ こ

で私は上述諸家の成績 を有力に裏付けると共

に,第 二編に於て主要栄養静脈結紮後の骨髄

鬱血が軽度な理由 として,静 脈系では主要栄

養静脈以 外の静脈系が極め て良 く発達してい

る点,及 び骨髄 が骨質に包 まれその容積の増

大を来 し難い点を上げたが
,本 実験ではこれ

を も裏付け る事が出来た.

第五章 結 論

以上私はP32を 追跡子 として家兎大腿骨の

主 要栄 養血管結紮後の骨髄血行の時間的恢復
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状態を追求 し,次 の如 き結論を得た.

1)　成熟家兎の大腿骨主要栄養 動脈を結紮

すると,骨 髄血行は1日 迄は対照 の20%前 後

であるが,次 第に側枝血行に よる恢復 を見,

 1月 で完全に恢復する.骨 髄 の上,中,下 の3

部では恢復状態に差はない.又 個体差に より

恢復の稍々促進するもの,及 び著 し く遅延す

るものがある.

2)　 幼若家 兎の大腿骨主要栄養動脈 を結紮

すると,骨 髄血行の恢復は成熟家兎に比 しか

な り遅延す る.即 ち幼若家兎は成熱家兎に比

し主要栄養動脈 と其の他 の栄養動脈 との連絡

状態が悪い.

3)　 成熟家兎の大腿骨主要栄養静脈を結紮

す ると,骨 髄鬱血は甚だ軽度で且早期に恢復

す る.従 つてこの原因 としては骨髄が骨質に

包 まれ其 の容積 の増大を来 し難い点 も考え ら

れ るが,一 義的には静脈系では既述 り如 く主

要栄養静脈以外の流出路がかな りよく発達 し

てい る為 と考え られ る.

擱筆するに当り御懇篤なる御指導と御校閲を賜つ

た恩師平木敎授並びに大藤助敎授,放 射性同位元素

の実験方法について種々御敎示を賜つた放射線科山

本助敎授に対し深甚なる謝意を表します.

尚本稿の要旨は第16, 17回日本血液学総会及び第

468回 岡山医学会に於て発表した.
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Studies on the effect of the nutrient vessels of the bone-marrow

 upon the bone-marrow circulation

Part 3: The change in point of the time of the bone-marrow

 circulation caused by ligating the principal

 nutrient vessel of a rabbit femur

By

Toshiteru Takeda

In investigating how long it takes the bone-marrow circulation to recover after the
 ligating of the principal nutrient vessel of a rabbit femur with Radioisotope P32 as a tracer,

 the following results were obtained.

1) When the principal nutrient artery of a fully grown rabbit is ligated, the bone-

marrow circulation is about 20% of control within the lapse of one day, but the recovery
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by the collateral circulation is by degrees seen and the complete recovery is realized in
 one month. But some recovers rather more quickly, the other slowly, by each individual

 difference.

2) When the principal nutrient artery of a young rabbit femur is ligated, the recovery

 of the bone-marrow circulation is rather slow than that in the case of a fully grown rabbit.

 That is to say, the connection of the principal nutrient artery with the other nutrient

 artery in a young rabbit is worse than that in the case of a fully grown rabbit.

3) When the principal nutrient vessel of a fully grown rabbit femur is ligated, the
 bone-marrow stagnation recovers in the early stage. This is caused by the same reason as
 that expressed in the 3) item of the part 2.


